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■話の流れ
1. （公財）九州ヒューマンメディア創造センター

2. 「北九州e-PORT構想」【平成１４年度策定】

3. 「北九州e-PORT構想2.0」【平成２７年度策定】

4. e-PROTコンソーシアム形成事例
① 認知症徘徊高齢者対策プロジェクト
② 商店街賑わい見える化実証実験

5. 北九州市IoT推進ラボ
① 「北九州e-PORT構想2.0」が経産省の地方版ＩｏＴラボに選定
② 「北九州市IoT推進ラボ」の取り組み例

（北九州スタジアム完成を見据えた実証実験）

６．最後に
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１．■（公財）九州ヒューマンメディア創造センター

・北九州市の外郭団体 （産業経済局所管）

・平成８年 情報通信技術（ICT）を活用し、既
存産業の高度化や新産業の創出を図り、地域経済社
会の発展に貢献することを目的に、北九州市および
地元企業１２社で設立

・賛助会員２９団体

・北九州市八幡東区東田１丁目５－７

・事業規模 2.6億円
（公益目的事業、収益事業等）

http://www.human-media.or.jp
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２．■これまでの「北九州e-PORT構想」
• 「北九州e-PORT構想」は、 2002年北九州市及び地元企業が「ICTサービスを電

気や水のように、いつでも簡単・便利に使える社会づくり」を目指した構想
• 海の港（sea port）、空の港（air port）に続く 第３の港「情報の港（e-

PORT）」

ストレージ・マネジメントセンター
（情報倉庫）

データセンター

コンタクトセンター
ＩＴラーニングセンター

アジア各国

地域企業、IT関連企業など

企業

北九州市及び周辺の自治体など

行政

教育･研究

大学・専門学校・研究機関など

ABX
（アジア・ブロードバンド・エクスチェンジ）

市民（消費者）

国内・地域のユー
ザー



■「北九州e-PORT構想」の成果
• 2002年（平成１４年）からの取組みの結果、八幡東区東田地区は全国でも有数のデータ

センター集約を実現し、コールセンターや情報倉庫なども含め、ICTサービス基盤の形成
が実現
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成果:「北九州e-PORT構想」の進捗（2002～)

e-PORT小倉センター
（2007年10月）

e-PORT第二センター
（2007年7月）

北九州e-PORTセンター
（2007年7月）

情報倉庫 1号館
（2003年 2月）

情報倉庫 2号館
（2005年12月）

情報倉庫 3号館
（2011年10月）

◆DC 3社4箇所８棟

◆情報倉庫 1社3箇所

◆コールセンター 17社

[ｅ－ＰＯＲＴ関連企業の年間売上額調査結果（平成25年度末）]

※注 売上げ額は、非開示のため北九州市の推計によります。

情報倉庫情報倉庫
新九州センター１号棟

（2015年10月）

ｱｼﾞｱﾝ・ﾌﾛﾝﾃｨｱ
1号棟(2008年10月)
2号棟(2009年４月)
3号棟(2011年10月)
4号棟(2012年４月)
5号棟(2013年５月)



３．■「北九州e-PORT構想2.0」
「北九州e-PORT構想」から「北九州e-PORT構想2.0」へ

【平成１４年度策定】 【平成２７年度策定・公表】
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■「北九州e-PORT構想2.0」の基本戦略
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■「北九州e-PORT構想2.0」の全体像
（ＩＣＴを活用し、地域課題をビジネス創出の視点で解決していくためのプラットホーム）
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■e-PORTパートナー一覧
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産業界
• 株式会社安川情報九州
• 北九州e-PORTイニシアティブ

– 新日鉄住金ソリューションズ株式会社
– 安川情報システム株式会社
– ミシマOAシステム株式会社
– 株式会社インフォメックス
– ソフトバンク株式会社
– 西日本電信電話株式会社
– 日本ﾃﾚｺﾑｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ株式会社

• 有限会社BOND
• 株式会社ｸﾚｵﾌｫｰﾄｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ
• 株式会社高田工業所
• ソフトバンク・テクノロジー株式会社
• 株式会社安川電機
• システムエース株式会社
• 株式会社タイズ
• 株式会社ﾜｲｽﾞ・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ・ｸﾘｴｲﾂ
• ひまわり社会保険労務士事務所
• 株式会社ドーワテクノス
• 株式会社芝川商店
• リンクソフトウエア株式会社
• 株式会社IDCフロンティア
• エアドライブ株式会社
• 介護ぷらす
• 株式会社ソルネット
• 株式会社ｱﾄﾞｯｸｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ
• ｼﾞｪｲｽﾞ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ株式会社

学術機関
• 学校法人産業医科大学
• 公立大学法人北九州市立大学
• 北九州工業高等専門学校

官公庁
• 九州総合通信局
• 北九州市

• 産業経済局新成⾧戦略室産業政策課
• 産業経済局新産業振興課
• 経済産業局中小企業振興課
• 保健福祉局地域支援部健康推進課
• 建築都市局整備部区画整理課

• 福岡県ベンチャービジネス支援協議会
• 九州経済産業局地域経済部情報政策課
• 公益財団法人福岡県中小企業振興センター
• 公益財団法人北九州市観光協会
• 独立行政法人中小企業基盤整備機構 九州本部
• 公益財団法人ハイパーネットワーク社会研究所
• 公益財団法人北九州産業学術推進機構

民間団体
• コワーキングスペース秘密基地
• よつば
• 特定非営利活動法人AIP
• Code for Kitakyushu
• 特定非営利活動法人ふくおかNPOセンター

金融機関
• 山口キャピタル株式会社
• 株式会社福岡銀行
• 福岡ひびき信用金庫
• 株式会社北九州銀行
• 株式会社西日本シティ銀行

• 合同会社顧客の声 活用社
• 株式会社佳音
• 株式会社コア
• 田中工業株式会社
• フィールドフロー株式会社
• See&アセット合同会社
• 株式会社ビー・エス・エス
• 株式会社ﾗﾝﾃｯｸｿﾌﾄｳｪｱ
• 株式会社日本統計センター
• ビープラッツ株式会社
• システージ株式会社
• 富士ゼロックス福岡株式会社
• 株式会社リフラックス
• 富士通株式会社
• N.GROWTH株式会社
• JBSテクノロジー株式会社
• ビズ・コレジオ株式会社
• 株式会社ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ
• 株式会社グローバルマーケット
• 株式会社Next・Innovation
• イーコムジャパン株式会社
• エスオーエス株式会社
• 株式会社ｸﾗｳﾄﾞｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
• 至誠法律事務所
• YK STORES株式会社

• 公立大学法人九州歯科大学
• 社会起業大学・九州校
• 国立大学法人九州工業大学

パートナー数:85団体(産:53,学:6,官:16,民:5,金:5)
※上記数は非公開希望を含む



■「e-PORTコンソーシアム」形成と補助金制度
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サービ
ス提供

事業展開 地域課題
解決

（公財）九州ヒューマンメディア創造センターによるコンソーシアム支援補助金制度

• 補助対象事業:「北九州e-PORT構想2.0」に基づくｺﾝｿｰｼｱﾑを形成し、新ビジネス創出を目指す事業
• 対象経費:人件費(※)、会議費、外部専門家等への謝金等
• 補助額:１件 最大500万円(1年間)
• 年間４件程度を予定

※ コンソーシアムの運営等に直接従事する者の人件費。



４．■「e-PORTコンソーシアム」形成事例
（H２８年１０月現在:コンソーシアム形成中を含む）

事例分類 プロジェクト 概要 コンソーシアム
メンバー

技術シーズ
持込み型

①認知症徘徊高齢者対
策プロジェクト

「P2P技術」を活
用した要介護者や
子供の位置確認
サービス

ICT企業、介護施
設運営団体、地
元自治会、行政

地域課題／
技術シーズ
持込み型

②商店街賑わい見える
化実証実験

九工大が開発した
「人感センサー」
による商店街の賑
わい見える化のビ
ジネス化

九工大、ICT企業、
地元街づくり団
体、地元商店街、
行政
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■①認知症徘徊高齢者対策プロジェクト
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㈱Skeed社のP2P技術を活用した認知症徘徊対策事業の事業化を支援
○小倉南区守恒地区
・中継機、スマホアプリの改良ならびに中継機、発信機の増設（４月～９月）
・第一交通タクシー（徳力営業所）も実証に参加（１０月～１２月）
○八幡西区東折尾地区
・介護施設と自治会が協力し、捜索模擬訓練を実施予定（９月）

・夏に予定していたサービス開始が遅れており、リカバリー策を検討中
・ALSOKやOTTAなどのサービスが先行していることから、本プロジェクトの強み
であるP2Pネットワーク技術における協業の可能性について検討・協議する。

タクシーと連携した見守り実証の概要課題と対応

進捗状況



人感セン
サー 店舗インターネッ

ト
インターネッ

ト

大学内のサーバに
来街者数を蓄積

1

2

3

4

センサー
①～④

センサー設置個所
来街者数表示

来街者数の
時間推移グラフなど

■②商店街賑わい見える化実証実験
商店街内に複数のセンサーを
設置し、常に来街者数を取得 店舗は専用のWebサイトで

来街者数を表示・分析可能

小倉駅
方面

旦過市場
方面

魚町にぎわいチェッカー



①「北九州e-PORT構想2.0」が、経済
産業省の「地方版ＩｏＴ推進ラボ」に
選定

②「北九州市IoT推進ラボ」の取組み例
（北九州スタジアム完成を見据えた実証実験）
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５.■北九州市IoT推進ラボ



平成２８年６月１０日～
経済産業省が、自治体を核とした

地域におけるIoTプロジェクト創出のための取組みを公募

「北九州e-PORT構想2.0」による取組みそのものであり
「北九州市IoT推進ラボ」として応募

平成２８年７月３１日
第一弾:全国２９自治体を選定

「北九州市IoT推進ラボ」も選定されました

■「地方版IoT推進ラボ」選定への経緯

3



１．「地方版IoT推進ラボ」マークの使用権付与

２． 約2,000社のIoT推進ラボ会員への広報

３． 地域へのメンター派遣

に加えて、
本件以降の、国の補助事業での採択確度ＵＰ
（経産省、総務省）

■選定されたことによる効果は?

ブランド化

情報発信力強化

有識者の支援

■地方版IoT推進ラボへの選定

16



■北九州市IoT推進ラボ（北九州e-PORT構想2.0）
福岡県北九州市

事業の内容

参加プレイヤー

事業イメージ

九州ヒューマンメディア創造センター

事業目的・概要
「北九州e-PORT構想2.0」（平成27年2月17日策定）は、

地域の様々な知恵や技術力を結集し、 ICTの利活用により課題
解決を図ることで、新たなサービスの創出を継続して実現し、地方
創生の一翼を担うことを目的としている。
e-PORT2.0では、 事業マッチング、資金的な支援、地域情報
基盤の運用などの様々な視点から事業体を支援し、産業振興を
図る。
インターネット時代の次、IoT時代の先進プロジェクト（サービス）
の創出、社会実装をソーシャルデータとの連携により実現する北九
州市独自のサービス創出プラットフォームがe-PORT2.0である。

重要業績評価指標（KPI)
事業の継続性が重要と考え、マッチング数と成案数（サービ数）
を指標として設定する。
・事業マッチング件数:20件／年間
・新たに創出するサービス数:1～２件／年間

事務局

 北九州市（運営:公益財団法人 九州ヒューマンメディア創造センター）

今後の展開
具体的な例として「北九州スタジアム
完成を見据えたにぎわい創出実証事業
」を推進中。都心部にビーコン、センサー
を設置し、にぎわい創出、見える化による
行政課題の解決に取り組む。 補足）参照

北九州市IoT推進ラボ
公共・民間事業者がオープンイノベーションにより

新たなサービスを創出していくプラットフォーム ＝ e-PORT2.0

実証実験の場
（ローカルテストベッド）

課題抽出の場

IoT
サービス
Ａ

IoT
サービス
B

地域
情報
基盤

ビッグデータ分析
（横断複合分析)+AI

公開
API

 データ利活用

・課題情報
・統計情報
・ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

外部ネットワーク市、他都市
各種サイト

 課題検討ＷＧ
（人力抽出エンジン）

地域課題 プロジェクト化

連携

産 学 官
民 金

北九州市

 運営支援  事業マッチング  資金支援  地域情報基盤の運用

 ラボ窓口事業体
 e-PORTパートナー（産学官民金69団体 平成28年6月時点）

WiFi NW など

センサー ビーコン サイネージ 新たなサービス

e-PORTパートナー 69団体

新
IoT
サービス
スタジア
ム完成
関連

クラウド環境

4



■北九州スタジアム完成を見据えた実証実験
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あさの汐風公園

小倉記念病院
リーガロイヤル
ホテル小倉

ＡＩＭ・
西日本総合展示場新館

西日本総合展示場本館 北九州国際会議場

あるあるＣｉｔｙ
北九州市漫画ミュージアム

建設地

建設地周辺状況（小倉駅新幹線口）

防災岸壁

ヘリポート

愛媛県松山市行き
フェリー乗り場

新日鐵住金㈱

国交省
所有桟橋

ＪＲ小倉駅 新幹線口エリア

ＪＲ小倉駅
モノレール小倉駅

関門海峡

砂津泊地
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１５，０００人のヒトの塊り
試合の後も街を回遊させるサービスの実証

を行います（H28年度から）

■課題（にぎわいから回遊軸の形成）
サービス創出のチャンス
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¥¥

①小倉北区浅野３丁目

②小倉北区浅野３丁目

③小倉北区浅野３丁目

④小倉北区浅野２丁目

⑤小倉北区浅野１丁目

⑥小倉北区浅野１丁目

⑦小倉北区京町３丁目

⑧小倉北区魚町１丁目

⑨小倉北区堺町１丁目

⑩小倉北区魚町３丁目

⑭小倉北区船場町

⑬小倉北区魚町１丁目

⑫小倉北区船場町

⑪小倉北区魚町２丁目

■歩行者系サインの設置場所

⑮スタジアム周辺
（新設予定）



北九州市が設置した
歩行者系サイン

にぎわい基盤（ビーコン）60ケ所
・クーポン等の配信による都心部への誘導
・スタジアムからの経路解析・宝探しゲーム

にぎわい基盤（センサー）15ケ所
・人流計測によるにぎわいの見える化
・歩行者系サインの適正配置の検討

北口

南口

にぎわい創出とともに人の流れを見える化
→ まちづくりに活用

●にぎわい基盤の整備
●にぎわい基盤活用アプリの提供

にぎわい基盤に活用

■にぎわい創出実証事業



■人感センサー＆ビーコン設置イメージ
（歩行者系サインに添架）

23



～Premier Card～

～Normal Card～

コンプ
リート
／交換

クーポン＆ゲーム性のあるコンテンツで
周遊性を高める
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■実証実験 実施体制
本事業を推進するうえでの事業主体はＨＭＣであり、実施・実行はコンソーシアム
で行う。

【にぎわい基盤 構築コンソーシアム】
・安川情報システム株式会社（ビーコン）
・株式会社iD（人流センサー、九工大PBL改良事業化）
・九州工業大学大学院 池永教授（アドバイザー）

【にぎわい基盤 活用アプリコンソーシアム】
・株式会社ギラヴァンツ北九州（コンテンツ提供）
・安川情報システム株式会社（アプリ開発）

注釈:下線コンソーシアム代表者

北九州市（関係局）

連携・協議

運営

事業主体
事業名:
「北九州スタジアム完成を見据えた
にぎわい創出実証事業」

実施・実行

10
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■実証実験 全体スケジュール
Ｈ２８年度
上期 下期

Ｈ２９年度
以降

★【目標】OPEN２か月前までに
実証準備完了（１月）

★ギラヴァンツ北九州スタジアム
OPEN（３月）

★１～３月:実証リハーサル２回計画、
４月～ :実証開始

●H２８年度はスタジアム完成
に向けてしっかり準備検討・開発

構築 ﾌｨｰﾙﾄﾞ
試験

本番検証・評価

11



スマートシティ北九州の実現

IoTを活用したソーシャルビジネスやにぎわいの創出、地域経済の活性化を推進

北九州IoTプラットフォーム

ビーコン基盤 センサー基盤 ネットワーク
（WiFi等）

デジタル
サイネージ etc

北九州IoTプラットフォームを活用した
公共・民間事業者による新サービスの創出

・観光案内サービスの向上 （多言語対応、スマホアプリ開発）
・飲食店、娯楽施設への誘導 （次世代フリーペーパー）
・公共情報等のプッシュ配信 （防災、交通情報）
・データ解析に基づく都市計画 （道路計画、まちづくり計画、防災計画） 等

■北九州IoTプラットフォーム構想（仮）

１



（参考）報道記事
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北九州市では、「北九州e-PORT構想2.0」を
「北九州市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の一つと位置付け、

まち・ひと・しごと創生に全力で取り組み、
「地方創生の成功モデル都市」を目指しています。

今回、国から「北九州市IoT推進ラボ」の選定を受けたことから、
さらに、この動きを加速させていきます。

ご清聴ありがとうございました。
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６．■最後に

■連絡先
（公財）九州ヒューマンメディア創造センター

🏣805-0071 
北九州市八幡東区東田１丁目５番７号

TEL ０９３－６６３－２９５０
e-mail :  eport@human-media.or.jp


